４班　６／１４日分　発表復習とディスカッションの考察(岡野・尾野)

①発表復習
近年、日本および外国企業において「いいものを安く作る」日本的生産システムは欠かせないものとなっている。その中心をなすのが「必要なときに」「必要なものを」「必要なだけ」作るＪＩＴ生産方式だ。そこで今回はＪＩＴ生産方式の概要、その成立過程と波及後の影響、そして様々な生産方式に見られるＪＩＴについて取り上げ、考察した。
ＪＩＴの導入には「ムダを無くす」という思想のもとで従業員がいかに効率よく作業をこなせるかが肝要であり、従業員の自立性と知恵・努力に大きく関与している。
しかしその一方で従業員や下請け会社には大きな負担を強いることとなり、過剰労働や健康被害の問題がしばしば取り上げられるようになった。
労働の効率性と人間性は両立しえないのかもしれない。しかし、労働者が労働意欲を無くしたり、離職しては話にならない。将来の企業の発展には、従業員にやさしい生産様式を考える必要があると思われる。
②ディスカッション考察

日本の企業が中国に工場を建設する際のJIT導入の問題点としては、まず中国人の国民性が挙げられる。

例えば顧客的観点からすると、「いい物を安く作る」という日本のニーズと違い、中国では「安ければいい」というニーズが多いと思われる。この点から、JITによる生産でなくても、単なる大量生産方式で十分ではないかという印象を受ける。

次に挙がる問題は人材の問題である。中国では日本と違い、１つの仕事に長期的に従事しない傾向があるので、ある仕事に関しての熟練工は育成しづらいと思われる。よって、JITを滞りなく進行させられる管理者も当然育成されていない。１人１人にかかる負担の大きいJITにおいて、その１人１人の技術が未熟というのは厳しい問題である。

さらに、インフラの未整備に起因する問題点もある。「必要な時に、必要な分だけ」というコンセプトのJITでは、必要が生じる都度毎に運搬を行わなければならないので、もし途中で道路等の交通手段が遮断されてしまった場合、通常の生産方式よりも深刻な被害を受けるわけであるが、インフラの整備が未熟な中国ではその危険性は日本よりも格段に高いと言える。

では、解決策としてはどんな手段が考えられるだろうか。

国民性の問題に関しては、現時点では中国の国民性がJITにマッチしているとは言い難いので、顧客ターゲットを切り替えるのが最善だと思われる。中国で生産した製品を日本、もしくは欧米で販売していくのが良いのではないだろうか。

次に、人材の問題であるが、自然と中国人に技術が身についていくような環境下に現在置かれているとは言えないので、まずは中国人労働者、管理者の、日本人による育成が必要であると思われる。

最後に、インフラの問題だが、現時点での簡潔な解決策としては日本企業による中国のインフラ整備への積極的介入が望ましいのではないだろうか。

